
  

 

 

 

 

 

 
 

              新緑のまぶしい季節となりました。休み時間になると、子どもたちはたっぷりの日差し 

    と  と、薫風を全身に浴びながら、元気いっぱいに校庭を走り回っています。 

さて、４月８日から新年度がスタートし、早いもので約１カ月が経ちます。子どもたち 

は新しい学級にも慣れ、学校生活の中にリズムが生まれてきました。これも毎日、お子さ 

んを明るく学校へ送り出していただいている保護者の皆様、また登下校の安全を確保してくださってい 

る交通指導員さんや安全ボランティア等、地域の皆様の温かいご理解とご協力、そして子どもたちや学 

校への深い愛のおかげです。改めて感謝申し上げます。             校長 上岡 勝 
 

 ◆◇◆  校長から児童会長へインタビュー！ 「下忍っ子について」  ◆◇◆ 
 

先日校長室にて、校長から児童会長（６年生女子児童）に、対談形式でインタビューを行いました。 

テーマは「下忍っ子について」です。今回は、その一部のみを簡単に紹介します。 
    

（校長） 新年度に入り、約１カ月が経ちますが、現在の下忍っ子の姿についてどう思いますか？  
  

（児童会長）１年生は学校生活に慣れてきたように思います。そして、わからないことを高学年が優しく教え 

てあげているところがかっこよく、とてもいい姿だと思います。 
 

   （校長） 下忍っ子の「よいところ」はどんなところだと思いますか？  
   

（児童会長）どの学年も元気なところや色々なことに挑戦しているところがすごいと思います。また、優しい 

子が多く、仲間外れもほとんどしないところがよいところだと思います。 
 

   （校長） もっとこうした方がよいと思うところ、課題はどんなところだと思いますか？  
  

（児童会長）低学年は元気のよいあいさつができているように思いますが、高学年はあいさつに少し元気がな 

いように思います。高学年がしっかりとあいさつができるようになるとよいと思います。 
 

   （校長） この課題に対し、今後児童会としてどのようなことに取り組んでいこうと思いますか？  
  

（児童会長）これから児童会で話し合っていきますが、あいさつ運動に取り組んでいきたいと思います。また、あ 

      いさつがよくできているクラスを紹介するなど、工夫していきたです。 
 

   （校長） 先生たちに何かできることはありますか？  
  

（児童会長）児童会のメンバーで色々と話し合いを進め、意見がまとまらなくなっ 

      てしまった時には、先生方からアドバイスをしていただきたいです。 

 

この他にも様々な意見交換を行いましたが、児童会長からは、と 

ても頼もしい意見を聴くことができ、学校全体のことをしっかりと 

考えていることがわかりました。 

学校の主役は子どもたちです。今後、児童会を中心に全校児童が 

「自分たちの学校は、自分たちの手で作っていくんだ！」という気 

持ちをもって活動（生活）してほしいと願っています。 

我々大人は、子どもたちの声にしっかりと耳を傾け、心に寄り添い、愛をもって支えていきましょう！ 
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〒369-0112 鴻巣市鎌塚１０番地  ☎ 548-2300 

＜学校教育目標＞  児童数５５６名 
 

〔 はきはき 〕 進んで学ぶ子 

〔 にこにこ 〕 思いやりのある子 

〔 こつこつ 〕 元気でがんばる子 

ホームページを 
 

随時更新してい 
 

ますので、ぜひ 
 

ご覧ください。 


